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「3 次元（3D）図面」効果と課題

1. はじめに
　機械設計業務において，三次元設計
が定着し 3D モデルを活用したものづ
くりも広く行われるようになってい
る．いっぽうで製造現場での図面の
ニーズは変わらず，設計側では従来の
2D 図の作成を強いられている．そこ
で，設計情報の新しい伝達方法として
注目されている三次元図面について紹
介する．
2. 三次元図面規定化の経緯
　三次元図面の規定化は，アメリカ機
械学会（ASME）が 2003 年に作成した，

［Y14.41］が起点になっている．その
後国際標準化機構（ISO／TC10）に
おいて規定化の作業が行われ，2006
年 12 月には ISO16792 が正式に発行
された．
　いっぽう，国内では，日本自動車工
業会（JAMA）においては，業界内標
準化活動を「3D 図面標準化ワーキン
ググループ」を中心に積極的にすすめ
ており，2006 年には 3D モデル + 図
面の組合せに運用に関するガイドライ
ン「JAMA／JAPIA 3D 図面の標準化
ガイドライン V1.1」を発行，2007 年
には，「3D 単独図スタンダード」を発
行する予定となっている．また，これ
と歩調を合わせた活動を行っている日
本 PTC／USER 会では実業務での活
用事例 2006 年 12 月に「3D 単独図活用
ガイドライン Ver2.0」を発行している

（http ://www.japan-ptcuser . jp/
3ddwg-20061207.html よりダウンロー

ド可能）．
3. 三次元図面概要
　三次元図面とは 3D モデルを正とし
た図面方式で，3D モデル単独（以下，
3D 単独図とする．）および 3D モデル
+ 補完図の様式の 2 つが規定されてい
る．ここでは，新しい概念である 3D
単独図の図面方式について述べる．
3D 単独図とは，JAMA で定義された
図面様式であり，従来二次元図に表記
されていた情報を形状表現（3D モデ
ル），製品特性（注釈，属性），および
管理情報表で表記した図面様式であ
る．（図 1）
　この図面方式の特徴は，① 3D モデ
ルに直接寸法，公差情報が付加されて
いる，②関連情報（製品特性，管理情
報を含む）は，CAD データ以外のデー
タとして作成／参照が可能である，③
情報形態がデジタルデータであり，作
成／参照には，デジタルデータ形式に
適合した CAD や Viewer などが必要
である．以上の 3 点が挙げられる．こ
のため，この図面方式の活用には，図
面 方 式 の 標 準 化 に 加 え て，CAD／
Viewer，データ管理方式の標準化が
重要なポイントとなる．
4. 3D 単独図のメリット
　三次元図面方式のメリットとして以
下の 4 点があげられる．
　4.1　図面作成工数削減　　3D モ
デル作成および二次元図面作成で発生
する重複作業の削減による図面作成工
数の削減

　4.2　設計情報伝達効率向上　　
3D モデル作成と同時に設計意図を示
す情報を容易に付加することができ，
3D モデルのみで設計情報が参照可能
となる．これにより設計業務の見える
化，デザインレビューの早期化などが
実現できる．
　4.3　情報管理業務の効率化　　
3D モデル + 補完図によるデータ授受
の際に発生する 3D モデル―補完図間
不整合の防止
　4.4　他業務の自動化　　溶接，機
械加工，計測位置等，従来二次元図面
からではシステムが自動認識できない
寸法，公差，位置情報を利用した業務
自動化の実現．
5. おわりに
　ISO16792 が発行され，3D 単独図の
普及展開も本格的な段階に入っていく
と思われる．いっぽう，CAD 等のツー
ルの機能不足，図面方式変更に対する
関係部門への調整や関連システムの見
直しなどが必要など問題点も指摘され
ている．しかしながら，3D モデルと
二次元図面を作成すると言った作業の
無駄をなくし設計効率，設計品質向上
を目指し，事例の積み上げ，CAD／
Viewer ベンダへの機能改善の働きか
けが今後の課題である．
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図 1　3D 単独図例
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